
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

若手研究(B)

2013～2010

メソポタミアにおけるマルドゥク神のシュメル語バラグ祈祷の文献学的・宗教史学的研究

Sumerian Balag-prayers to Marduk in Mesopotamia

４０５５３２９３研究者番号：

柴田　大輔（SHIBATA, Daisuke）

筑波大学・人文社会系・准教授

研究期間：

２２７２００２５

平成 年 月 日現在２６   ５ ２９

円     3,400,000 、（間接経費） 円     1,020,000

研究成果の概要（和文）：　収集した粘土板写本に基づき、祈祷文を校訂した。26年度以降に単行本として出版する予
定である。また、校訂した祈祷文をはじめとする楔形文字諸資料をもとに古代メソポタミア宗教史に関する個別課題に
取り組み、その成果を国内外の学術会議等において口頭発表するとともに、複数の欧語論文に整理した。特筆すべき成
果として（１）祈祷文編纂とその政治・宗教史的背景に関する研究、（２）シュメル語・アッカド語バイリンガリズム
と政治・神学に関する研究、（３）祭儀プログラムに関する研究、（４）祭儀暦に関する研究、（５）都市と守護神に
関する研究があげられる。

研究成果の概要（英文）：For this current project I focused on the following issues:  1) an editorial histo
ry of prayer and its politico-religious implications, 2) Sumero-Akkadian bilingualism and their political 
theology in the second and first Millennia B.C., 3) Babylo-Assyrian cultic programs and calendars, and 4) 
Babylo-Assyrian city-gods. The findings and analysis of these studies have been presented at several inter
national conferences. They have also been published in peer-reviewed journals and as book chapters. 
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）古代メソポタミア世界に由来する多種
多様な楔形文字粘土板文書の中には前二・一
千年紀の神殿祭儀の過程で朗唱された祈祷
の文面を記した祈祷文書も含まれる。朗唱さ
れた祈祷には様々な種類があるが、シュメル
語が口語として放棄され、セム語の一種であ
るアッカド語の諸方言が用いられていた前
二千年紀以降においてもシュメル語の祈祷
が極めて重要な役割を果たしていた。それら
シュメル語祈祷の大半を占めるのが、エメサ
ル（シュメル語で｢繊細な言葉｣の意）という
シュメル語の変種によって綴られた祈祷、エ
メサル祈祷であり、少なくとも前二千年紀の
初頭から前一千年紀の末期までこれらエメ
サル祈祷の文面を記した粘土板写本が作成
された。当時エメサル祈祷は、バラグ、エル
シェマ、エルシャフンガ、シュイラの四ジャ
ンルに分類されていた。ただし、エメサル祈
祷全体を占める四ジャンルの割合は平等で
はなく、バラグ祈祷が三分の二以上を占めて
いた。これらバラグ祈祷は、その規模が他三
ジャンルよりも遥かに膨大であるため、祈祷
ジャンル全体の俯瞰は容易ではない。1988
年に M. Cohen がバラグ祈祷全ての校定を発
表しているが、一部の写本しか参照しておら
ず、文献学的な精度も満たしていないため、
予備的な校訂に留まり、学界は個別バラグ祈
祷の精密な校定を必要としている。 
 
（２）このような新たに校訂されたバラグ祈
祷文をはじめとする楔形文字諸資料に立脚
した宗教史的研究の発表が期待されている。 
 
２．研究の目的 
 
（１）バラグ祈祷の一つである、マルドゥク
神の祈祷『賢き主、顧問』（シュメル語本文、
アッカド語訳、付記）を校訂する。 
 
（２）関連する宗教史的諸問題を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
 
（１）すでに収集した粘土板写本（未公刊を
含む）を解読し、ローマ字に転写（翻字）す
る。解読した写本をもとに祈祷文を復元する。
写本が欠損している箇所は、本文中の平行部
分、あるいは他の祈祷文における平行部分を
参考にしながら可能な限り補う。このように
して復元した祈祷文全体の翻字を整理する
ことによって校訂を作成する。祈祷文の校訂
は、写本を併記するスコア式で提示する。祈
祷文を英訳する。文字と文法に問題のある箇
所に注釈を付す。 
 
（２）上の過程で校訂した祈祷文をはじめと
する楔形文字諸資料をもとに、祭儀や神学な

ど宗教史に関する個別課題の研究に取り組
む。 
 
４．研究成果 
 
（１）収集した粘土板写本に基づき、祈祷文
を校訂した。26 年度以降に単行本として出版
する予定である。 
 
（２）校訂した祈祷文をはじめとする楔形文
字諸資料をもとにメソポタミア宗教史に関
する個別課題に取り組み、その成果を国内外
の学術会議等において口頭発表するととも
に、複数の欧語論文に整理した。特筆すべき
成果として次の研究がある。 
 祈祷文編纂とその政治・宗教史的背景に関
する研究：祈祷文校訂の過程で、『賢き主、
顧問』が、別な神であるニヌルタ神に捧げら
れたバラグ祈祷と極めて類似していること
が明らかになった。特に、祈祷文の最初のセ
クションは、古バビロニア時代（前二千年紀
初頭）の粘土板写本から知られる同名のエル
シェマ祈祷『賢き主、顧問』全文と「基本的
に」共通している。古バビロニア時代エルシ
ェマ祈祷『賢き主、顧問』は、付記によれば、
ニヌルタ神の父エンリル神に捧げられた祈
祷であるが、その文面は明らかにニヌルタ神
に捧げられている。さらに、バラグ祈祷『賢
き主、顧問』とエルシェマ祈祷『賢き主、顧
問』に認められるこのセクションは、ニヌル
タ神に捧げられたバラグ祈祷のセクション
としても確認できる。この三つの祈祷文を比
較することにより、まず、ニヌルタ神のバラ
グ祈祷のセクションが古バビロニア時代エ
ルシェマ祈祷『賢き主、顧問』の後代の版で
あること、一方、マルドゥク神のバラグ祈祷
『賢き主、顧問』の第一セクションはこの祈
祷文をニヌルタ祈祷からマルドゥク祈祷に
書きかえることにより転用したものである
ことが明確になった。さらに、バラグ祈祷『賢
き主、顧問』の他のセクションも多くがニヌ
ルタ神の祈祷から転用されたものであるこ
とが明らかになった。一方、この祈祷には、
ニヌルタ神以外の神々（特にエンキ＝エア
神）に捧げられた祈祷との部分的な平行箇所
も数多く確認できた。すなわち、このマルド
ゥク神の祈祷はニヌルタ神の祈祷を中核の
「素材」として用いながら、他の主要な神々
の祈祷文からも「素材」を収集し、それをマ
ルドゥクの祈祷として編纂することによっ
て成立していることが明らかになった。この
ような祈祷編纂を関連する他の資料と比較
することにより、次の政治・宗教史的状況が
浮かび上がった。ニップル市のニヌルタ神学
を基礎としながら、あらゆる神々の権能をマ
ルドゥク神に集合することにより、バビロン
の新たなマルドゥク神学が形成された。また
これに合わせて新たなバビロンの祭儀プロ
グラムも形成された。ニヌルタ神学とマルド
ゥク神学の関係、マルドゥク神学の「一神教」



的性格は先学によってある程度指摘されて
いたが、本研究は祈祷が朗唱された祭儀との
関係性を明らかにした点で新たな知見をも
たらした。 
 バイリンガリズムの問題：祈祷のシュメル
語本文にはアッカド語訳が付されている。両
者の対応関係を分析し、さらに、ほかのシュ
メル語・アッカド語バイリンガル文書、アッ
カド語ユニリンガル文書と比較した。まずア
ッカド語訳が単なる逐語訳ではなく、シュメ
ル語本文の多様な解釈の試みであり、翻訳は
多分に注釈としての性格を持っていること
を明確にした（ただし、これ自体は先行研究
もすでに指摘している）。特に、この多様な
解釈には、現代のシュメル語文法理解からす
ると「荒唐無稽」とも言えるアクロバティッ
クな解釈も含まれること、さらにこのアクロ
バティックな解釈に基づいて新たに作文し
たシュメル語文が本文に加えられているこ
とを明らかにした。後者は新たな知見と言え
る。加えて、バイリンガル祈祷文書などの祭
儀・神学文書に確認できるシュメル語単語の
アッカド語「意訳」が、王の碑文にも用いら
れていることが明らかになった。シュメル
語・アッカド語バイリンガル碑文だけではな
く、アッカド語碑文にもバイリンガル文書特
有のアッカド語単語が用いられている。さら
に、ここにシュメル語・アッカド語バイリン
ガル祭儀・神学文書の知識を援用することに
より、洗練された政治神学的碑文を作成する
巧妙な技法を認められることも明らかにな
った。本研究はその具体的様相に関して新た
な知見をもたらした。 
 他、研究の過程で取り組んだ楔形文字文書
を基礎にして祭儀伝統に関する課題に取り
組んだ。特筆すべき成果として、ニネヴェの
アキートゥ祭における行進の研究、祭儀暦の
研究、都市と守護神の研究があげられる。 
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